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28. 白血病細胞における核酸代謝に関する研究
杉浦ゆり，藤岡成徳(千大)
ヒト白血病細胞の増殖動態を知るために pyrimidine 
salvage経路の各 nucleotide合成の相互関係を調べた。
放射性 thymidine，uridine，cytidineを用いてその中間
体への変化をみた。急性白血病，慢性骨髄性白血病の急
性転化例では各系統とも base，nucleotideが低値を示
し，慢性骨髄性白血病例では高値を示した。非白血病例
では両者の中間の値を示した。急J陸白血病例では同一症
例で病期によって値が変わり，増殖病態が変化したもの
と推定した。 
29. Hairy cell leukemiaの1例
比留間潔，浅井隆善，藤岡成徳、
(千大)
症例89歳男性。昭和57年 2月，発熱，鼻出血が出現。 
7月当科入院。表在リンパ節腫脹なし。牌腫中等度。 
WBC 2200/mm3 RBC 249XlO4/mm3 Hb 8.5g/dl Ht 
26.3% Plt 9.8XlO4/mm3。異型細胞が末血に10%骨髄に 
26%出現し，大型で細胞質にとみ穎粒無く辺縁不整で，
核は類円形，核網比較的粗，核小体 1個有した。 P.o.
染色(ー)，酒石酸抵抗性酸フォスファタ}ぜ(土)。透
過電顕位相差顕微鏡で hair を認め， 以上より Hairy 
cel leukemiaと診断。現在経過観察中。 
30. リンパ筋炎 3例
三村正裕，田口忠男，石原運雄
(千葉労災〉
五十嵐忠彦 (千大)
私たちは，発熱， リンパ節腫脹以外にほとんど所見が
なく，確定診断のため， リンパ節生検を施行。その特徴
的な病理所見(1.亜急性壊死性リンパ節炎，頼粒球の
浸潤がない腫大した傍皮質の壊死 2.猫ひっかき病，
細胞崩壊像中の微小腫:蕩 3.類上皮細胞が放射状に向
う壊死)により診断を下した 3例を経験した。臨床的に
診断困難なリンパ節腫大を経験した時，積極的にリンパ
節生検を施行し診断を下すことが重要だと思う。 
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細田泰史 (千大)
症例。 49歳，女。昭和57年 9月左顔面神経麻庫出現。
lO月発熱と頭痛が出現し，増強する。主要所見:意識清
明左I番，右皿番.左V番第 1校，左VI番，咽番両側，
左区番X番，左辺番の脳神経麻療を認めた。 BHL (ー )
眼科的に異常なし。髄液で細胞数 40/3 (Ly; N=40: 
0)。蛋白 60mg/dloACE 54μ，ツ反陰性。右前斜角筋リ
ンパ節及び左上腕二頭筋連続切片にサJレコイド結節を認
めた。 
32.早期びまん性況細気管支炎 (DPB)の 2例
山口 一，斉藤陽久，中村和之
(旭中央)
びまん性汎細気管支炎 (DPB)の克服のためには早期
診断・早期治療がぜひとも必要で， それには早期 DPB
をみつけねばならない。早期とは，病期分類の I期から 
E期初期に相当し，咳・疲・軽度の息ぎれがみられ病変
の主体は呼吸細気管支のみであり， X線所見では 1，n 
型を示し，感染症状はないか軽微でありステロイド治療
によく反応するという特徴をもっ。今回，早期 DPBの 
2例を呈示しいささかの私見を加え報告する。 
33.醇性腹水を主徴としたアルコール性慢性障炎の 1
{列
中村博敏，平良真人，本村八恵子
伊藤文憲，野口武英，永瀬敏行
(船橋中央)
大久保春男 (同・病理)
症例64歳男性。大酒家。腹部膨満にて入院。 US，CT 
にて腹水及び陣頭部に褒胞を認めた。アミラーゼ値は血
中2445，尿中8599，腹水17053Iuと高値を示した。 ER-
CPでは嚢胞は描出されず，血管造影，腹腔鏡等で悪性
所見なし。ア/ルレコ-，ルレf勝草炎による勝性腹水と診断し性生E
IUH及ひ
尿中及び、腹水中のアミラ}ゼ値の低下をみたが，急性心
不全にて死亡。剖検にて勝頭部の限局した線維化と 2x 
